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●ぶらり～っと病院探訪 ～外来採血室のご紹介～
●ご寄附のお願い　●不織布マスクの正しい着用について
●面会禁止のお願い　●病院敷地内及び敷地の周囲での禁煙の徹底について

●［AGMCニュース］９月１日から看護師のユニフォームが新しくなりました！

院長挨拶
発刊100号

［特集記事］



発行100号の
  節目を迎えました！

第1号（2014年6月） 第2号（2014年7月） 第3号（2014年8月） 第4号（2014年9月） 第5号（2014年10月） 第6号（2014年11月） 第7号（2014年12月） 第8号（2015年1月） 第9号（2015年2月） 第10号（2015年3月）

第11号（2015年4月） 第12号（2015年5月） 第13号（2015年6月） 第14号（2015年7月） 第15号（2015年8月） 第16号（2015年9月） 第17号（2015年10月） 第18号（2015年11月） 第19号（2015年12月） 第20号（2016年1月）

第21号（2016年2月） 第22号（2016年3月） 第23号（2016年4月） 第24号（2016年5月） 第25号（2016年6月） 第26号（2016年7月） 第27号（2016年8月） 第28号（2016年9月） 第29号（2016年10月） 第30号（2016年11月）

第31号（2016年12月） 第32号（2017年1月） 第33号（2017年2月） 第34号（2017年3月） 第35号（2017年4月） 第36号（2017年5月） 第37号（2017年6月） 第38号（2017年7月） 第39号（2017年8月） 第40号（2017年9月）

第41号（2017年10月） 第42号（2017年11月） 第43号（2017年12月） 第44号（2018年1月） 第45号（2018年2月） 第46号（2018年3月）

第49号（2018年6月） 第50号（2018年7月）

第51号（2018年8月） 第52号（2018年9月） 第53号（2018年10月） 第54号（2018年11月） 第55号（2018年12月） 第56号（2019年1月） 第57号（2019年2月） 第58号（2019年3月） 第59号（2019年4月） 第60号（2019年5月）

第61号（2019年6月） 第62号（2019年7月） 第63号（2019年8月） 第64号（2019年9月） 第65号（2019年10月） 第66号（2019年11月） 第67号（2019年12月） 第68号（2020年1月） 第69号（2020年2月） 第70号（2020年3月）

第71号（2020年4月） 第72号（2020年5月） 第73号（2020年6月） 第74号（2020年7月） 第75号（2020年8月） 第76号（2020年9月） 第77号（2020年10月） 第78号（2020年11月） 第79号（2020年12月） 第80号（2021年1月）

第81号（2021年2月） 第82号（2021年3月） 第83号（2021年4月） 第84号（2021年5月） 第85号（2021年6月） 第86号（2021年7月） 第87号（2021年8月） 第88号（2021年9月） 第89号（2021年10月） 第90号（2021年11月）

第91号（2021年12月） 第92号（2022年1月） 第93号（2022年2月） 第94号（2022年3月） 第95号（2022年4月） 第96号（2022年5月） 第97号（2022年6月） 第98号（2022年7月） 第99号（2022年8月） 第100号（2022年9月）

あまが咲だよりは2014年６月に１号が発行され、８年目の今号で
100号を迎えました。今後も近隣病院、患者の皆さまを繋ぐ広報誌で

あることを祈念し、100号の記念特集をお届けします。
第47号（2018年4月） 第48号（2018年5月）



院長から一言（100号に寄せて）
　今号で100号を迎えました。これもひとえに地域の医療機関並びに地域住民の皆さまのご支援と
ご指導によるものと深く感謝いたします。地域の皆さまと連携を深めていくには、しっかりとコミュ
ニケーションを取ること、お互いに顔の見合える信頼関係を築くこと、そして何より、地道に当たり前
のことをやっていくことが一番大切ではないかと考えています。本誌がその一助となれば幸いです。
今後も、皆さまに支持されながら、安全安心で良質な医療が提供できるように努力して参りますの
で、引き続きのご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

兵庫県立尼崎総合医療センター

平家 俊男院 長

「あまが咲だより」の名前の由来は？

過去にはこんな記事も…。

　尼崎市の診療所や病院、患者さんが一体となって尼崎総合医療センターが発展
していけるように、“未来に向かって花が咲いていくイメージ”や“患者さんの笑顔が
たくさん咲くように”と願い、職員からの公募により「あまが咲だより」となりました。

広報担当者の声
　原稿依頼、特集記事のネタ集め、
写真撮影等であっという間の１ヶ
月ですが、普段お話することのな
い多職種の方と関わることができ、毎月新鮮な気持ちで紙
面を作成しています。病院の情報発信基地として様々な情報
を皆さまに提供し、身近で親しみの感じられる広報誌である
ように努めていきますので、今後もご愛読ください！

　「○○科ではどんな症例を扱っているのだろう」、「あの時のＡＧＭＣニュース
は何だったんだろう」、当センターの公式ホームページでは、バックナンバーを
見ることができます。第１号から最新号までどうぞお楽しみください。

▶楽しく拝読させていただい
ています。総合病院ならでは
の幅広い診療科紹介のペー
ジでは、関わりの少ない分野
の情報も知ることが出来、毎
月楽しみにしています。

▶毎月読んでいます。時勢に
応じた当院の動向や、どん
な方が働いているのか職員
の紹介も気になります。今後
も楽しみにしています。

読者からの声

だより

あまが　
の歩み

最先端医療

バック
ナンバー
の閲覧

病院での開催されたイベントのご紹介

スタッフのつぶやき

https://agmc.hyogo.jp/aboutus/outline/public-relations

読者
アンケート

の

一部です

第56号には
私も登場したよ！

AGMCイメージキャラクター
あまいるちゃん



AGMC ニュース９月１日から
看護師の
ユニフォームが
新しくなりました！

９月１日から
看護師の
ユニフォームが
新しくなりました！

　　  パリパリの糊付けした綿のワンピースと綿のナース
キャップは、病院に来たというイメージを与えていましたが、
男性看護師の増加や衛生面の問題から、パンツスタイルや
手入れがしやすい医療用白衣（スクラブ）になりました。

A

Ｑ. ナースキャップに白ワンピースの
　 時代から今のユニフォームへ
　 どう変わっていったの？

Ｑ. スクラブはどんなメリットがあるの？
　　  医師や看護師が患者さんに与えるべき「リラックス感」や
動きやすさ、丈夫であることがメリットとしてあげられます。
A

　この９月から看護師のユニフォームを一新しました。職員から
の意見を取り入れ、今までよりさらに機能的でスタイリッシュなイ
メージのユニフォームになりました。上衣は４色展開。新たに

ディープレッドとダークネイビーの２色が加わりました。
パンツは紺と白で組み合わせは色々。新たな気持ちで看
護部一同、最善の看護が提供できるように頑張ります！
よろしくお願いいたします。

ディープレッドホワイト×
ダークネイビー

ホワイト×
ディープレッド ダークネイビー



DONATION

当院は、地域の皆様とともに、より地
域に開かれた病院づくりを進めていく
ため、寄附を受け入れております。
皆様のご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

ご寄附の趣旨に沿って、当院の運営のための機器購入や臨床研究、
スタッフ育成など、幅広く活用させていただきます。

ご寄附のお願い

兵庫県立尼崎総合医療センター  総務部総務課
〒660-8550 尼崎市東難波町2-17-77
TEL.06-6480-7000（代表）

●寄附の使途

●寄附のお申し込み・お問合せ先
ご寄附のお願い

外来採血室のご紹介外来採血室のご紹介
今 回は2階にある外来採血室をご紹介します。

採血室は多くの患者様が検査に来られる場所な
ので様々な待ち時間軽減のための工夫がされています。
　受付部分に関しては、採血・採尿・生理機能検査の受付
を同時に行うことができる自動検査受付機が導入されて
おり、複数の検査がある場合に効率よく案内ができる仕
組みとなっております。
　採血室内は最大10ブースが稼働できる仕様です。早朝
の混雑時にはフル稼働で採血に臨んでおり、待ち時間の
短縮をはかっています。
　この度、多くの方に利用しやすいと感じていただける
ように採血案内動画を作成しました。近日中に病院ホー
ムページに公開予定です。公開された際には、是非ご覧下
さい。少しでも皆様のわかりにくさの解消や待ち時間の
軽減につながれば幸いです。

ぶらり～っと

病 院 探 訪

受付機での呼び出し 採血ブースへの移動 採　血

採血案内動画を作成しました



兵庫県立尼崎総合医療センター

兵庫県立尼崎総合医療センター
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URL : https://agmc.hyogo.jp/

発行  兵庫県立尼崎総合医療センター 企画協力・デザイン・印刷　兵田印刷工芸株式会社

Hyogo Prefectural Amagasaki General Medical Center （Hyogo AGMC）

お知らせ掲示板

あまが咲だより　2022年9月発行 No.100

不織布マスクの正しい着用について不織布マスクの正しい着用について
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、外来患者さんをはじめご来院の方には、マスクの
着用をお願いしているところです。
　入院中の患者さんにつきましても、医学管理上マスク着用が困難と判断した場合を除き、マ
スクの着用をお願いしております。
　なお、ウレタン、布マスクでは著しく感染防護効果が落ちることが知られていますので、入院
時には、ウレタン、布マスクではなく、不織布マスクの準備をしていただきますようご理解、ご協
力をお願いします。

　当院においては、これまでより敷地内禁煙の遵守に取組んできましたが、禁煙の範囲を、敷地内に限らず、
敷地の周囲にも拡大しております。 また、紙巻式タバコ、加熱式タバコに加え、電子タバコについても禁煙の
対象としておりますので、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

病院敷地内及び敷地の周囲での
禁煙の徹底について
病院敷地内及び敷地の周囲での
禁煙の徹底について

　コロナ禍になって初めての行動制限のない夏休み、皆さん、いかがお過
ごしでしたか？今年の夏もずいぶん暑かったですね。雨の降り方も一昔

前の“しとしと”ではなくって熱帯地方のスコールのようになってきました。温暖化がすすんでい
るんでしょう。新型ウィルス感染症と気候変動、いままでになかった地球規模の変化に対しては、
われわれが工夫をして適応していくしかないようですね。　　　　　　　　　  　　　　（Y.Y）

編 集
後 記

　当院では、病院から来院をお願いする場合などを除き、面会を原則として禁止し
ております。なお、患者さんの着替えなどの荷物の受け渡しは病棟職員が対応し
ますので、防災センターにお声がけください（11時～18時）。
　ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

面会禁止のお願い面会禁止のお願い




